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    桜梅桃李～人生十色～
    『桜梅桃李』～おうばいとうり～


 


桜はサクラの花が咲く。梅は梅、桃は桃、李は李。


 


サクラの樹から桃の花は咲かない。


人生に置き換えると十人いたら十通りの花があり、


この世に一つとして同じ人間はいない同じ花は咲かない。


 


僕には僕にし咲かせられない花が、


キミにはキミにしか咲かせられない花がある。


 


～そんな素晴らしい可能性を誰しもが持って産まれてきた。～


 


どんな種を持って産まれてきて、未来、どんな花が咲くのか？？


若き日の自分と様々な人間模様で織りなされた青春の日々。


 


『ヒロ君という熱いアーティストとの出逢い』


 


～新城の結婚式の余興でウタをやる事になり集まったメンバー～


 


彼は父親が香港出身で母親が日本人。幼少期を海外で過ごす。


日本語、英語、広東語を話せるグローバルな青年だった。


日本の高校卒業した後、音楽修行のために単身渡米した彼。


『才能の塊』ともいえる若きミュージシャンたちに出逢い、


自分自身をも完全に見失って精神も病んで日本に帰ってきた。


彼は自力で立つことも出来ない闘病生活の中、必死に祈った。


そして見事に蘇生し、ラップの大会で優勝する程の実力者に。


ちなみにTOEICはビジネスレベルの点数を持つアーティスト。


 


(やべー。本物と出逢っちまった。)と、新城＆元宮以来の衝撃。


 


～余興の打ち合わせで彼のアパートに呼ばれて出向いた時の事。～


 


ヒロ君は可愛い彼女さんと同棲中。


観客としてヒロ君のステージを見ていた時、


ステージの上からラップで口説かれたという。(笑)


(なんか人間ぽくていい！(笑)憎めないキャラだよなぁ～。ドラマか？笑)


 


『橋本くん！適当に座ってくつろいでて！』そう言って彼が席を外した。


音楽家らしく機材やレコードが置いており本も相当読んでいるようだ。


 


『橋本君、お茶でいい？？』と、彼女さんがお茶を入れてくれた。


 


『ありがと！』御礼を言ってお茶をすすりながら雑談的トーク。


 


『彼さ。仕事して活動して、音楽もやって、TOEICも勉強して。通信制の大学も通ってるんだって？？同じ２４時間を生きているとは思えない。スゲー男だよ！』リスペクトの念を込めてそう言った。


 


『通信の勉強はマジメにやってないよ！(笑)テキストも放りっぱなしだったし。ただ、音楽とかTOEICの時は祈って黙々と勉強してる。一人の時も勉強してると思うわ。やると言い出したら、私のいう事も全然聞こえないみたい。笑。橋本君も初めて会った時にヒロと同じ匂いがしたわ！』


 


『同じ匂い？言い出したら聞かないのは一緒だけど。新城やヒロ君のようには真似できないよ。』


 


『この前、体験談を発表してたよね？？真っ直ぐに迷いなく語った橋本君の眼差しは真剣そのものでヒロと同じ目をしてると思った。本物だ！って思ったよ！引きこもりの体験を聴いて、でも人前で堂々と体験談を語ってるって全然別人みたい。すごい勇気をもらったよありがとう☆』


 


『ありがと！人前に出て喋るタイプの人間じゃないんだけどさ。苦手なままで人生終わりたくないし、今は本当に修行って感じ。やるぞ！って決めたら人間は目つきが変わるのも新城の姿で教わったよ。』


 


『彼女さんとはうまくいってる？？今度紹介してね☆結婚はしないの？？』


 


『結婚はしたいけど、向こうは結婚はイヤだってさ！(笑)最近までは100％大好きな気持ちがあれば結婚できると思ってた。彼女にとっても一生を左右する問題だからもっと頑張らないとなぁ～って。ご縁があれば結婚できるだろうし。今はご縁を信じて頑張ってるよ☆』


 


～新城の結婚が正式に決まってから。不思議と僕にも彼女と呼べる存在ができた。～


 


不景気のあおりを受けてレストランの契約を打ち切られた事をきっかけに、


自分の望む新生活のスタイルを真剣に考えて動いていた時。ご縁があった人。


苦手克服シリーズの最終章に選んだのは、引きこもりの原因となった建築業。


大工の時の苦い思い出を心に残しながら生きて行くよりも苦手を潰したかった。


新城の引っ越した後のアパートで一人暮らしを始め、彼女もできた新生活の春。


これ以上の幸せは他になにも望むモノなどなかった。当初の目標ならば９割叶えた。


～『世界一のギタリスト』～


この無謀とも思える夢だけが最後に残された大願。


プレイヤーとしての人生が決まるのは20代前半であり


ここでプロに成れなかったらその先は絶対にありえない世界。


諦めの悪い僕は『自分なりの定義』を付けてギターと向き合っている。


それは『誰かにとっての世界一で在りたい』という夢。


僕の父親が１０ｔトラックの長距離ドライバーだった現役時代、


『同じトラックだったらシューマッハよりもオレの方が速い！！』


自信満々でそう言っていた。おさな心に『スゲー！うちの親父！』


(男とはホントに単純である。そう言いきれる自信が凄いと思う。)


 


『自分にはどんな花が咲くのだろう？？』


 


～桜梅桃李でいいんじゃない？？無駄な事は何一つ無い。～


 


 


『橋本くん！お待たせ！じゃ早速音を聴かせて！』


家着に着替えてリラックスモードのヒロ君が戻ってきた。


 


僕はアコギで簡単に２パターンのリフを聴かせて『どうかな？？』と聞いた。


 


『最初のパターンいいね！それ続けてくれるかな。』


 


『OK！』そう言って僕がリフを弾き続けると、


彼は唄を口ずさみながらノートにリリックを書いていった。


 


『一番目は新郎に。二番目は新婦に。最後は未来産まれてくる子供に。』


そう言いながら、どんどんアウトラインを紙に書いていく彼。


フリースタイルが彼の持ち味で即興でもポンポン詩が浮かんでくるようだ。


 


『ありがとう！リリックのイメージ湧いたから当日までに完成させておくね！後は式の当日に設営と最終の打ち合わせしよう。』と彼は言った。


 


(得意のぶっつけ本番じゃね？？笑。レコードありゃ唄える人たちだからか。)


 


『元宮も式の当日には来れるのかな？？忙しそうだしね。』


 


『デビュー決まったから忙しいと思うよ。当日は早めに来れるって言ってたから大丈夫！』


 


『OK！！了解です！最高の結婚式になるといいよね☆んじゃ、なんかあったらまた。〇〇ちゃんお茶とお菓子ごちそうさま☆』


 


 


～短時間の打ち合わせ。ほぼぶっつけ本番かぁ～と思いながら夜空の下。一人歩く月光の道。～


 


 


(なんか清々しい一日だったな。ホント不思議な男たちだ。会うだけで元気になる。)


 


～GOALが決まったならリミッターは即解除。彼らには目標しか見えていない。～


 


～掴みたい夢にターゲットを絞りロックオン。その姿。獅子が吠えるが如く勇猛精進の青年。～
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